
子会社メッセージ価値創造企業に向けて 企業価値向上・経営基盤 事業戦略 財務情報・企業情報

リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
R
A
F
）

インパクト
マテリアリティ

●人生100年時代　●ESG/サステナブル経営　
●地域エコシステム・グローバルインベストメントチェーン（ネットワーキング） 
●信託×DX

ガバナンス・経営基盤
マテリアリティ

●コーポレートガバナンス　●受託者精神　●人的資本　●リスク管理とレジリエンス
●コンプライアンスとコンダクト　●セキュリティ

財務マテリアリティ ●ステークホルダーの期待する財務体質

社会課題解決型
ビジネス

非
財
務

財
務取

り
巻
く
環
境

財務資本

設備資本
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社会・関係資本

自然資本

知的資本

6つの資本

マテリアリティ

地球 人 豊かさ

コモンメトリクス

社会的価値の創出・SDGsの実現

資源配分

個人

投資家

企業

ステークホルダーの　　　　　　価値の最大化

お客さま 株主社会 社員
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信託の力で、新たな価値を創造し、　　　お客さまや社会の豊かな未来を花開かせる
存在意義　　　　（パーパス）
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　社会的価値創出と経済的価値創出を両立させるには、存在意義（パーパス）に基づきステークホルダーの価値を最大化さ
せながらポジティブインパクトを創造するプロセスと、当社自身の財務・非財務の経営基盤（６つの資本）を持続的に強化して
いくプロセスを有機的に結合するとともに、それを経営レベルで適切に管理する仕組みの構築が必要です。当社は、この仕組
みを「価値創造プロセス」として整理しています。
　当社は、中長期的な価値創造プロセスに影響を与える重要課題（マテリアリティ）を特定していますが、社会課題解決型ビ
ジネスから社会的価値の創出につながる項目を「インパクトマテリアリティ」、価値創造の根幹に影響を与える項目を「ガバナ
ンス・経営基盤マテリアリティ」、財務パフォーマンスに直接影響を与える項目を、「財務マテリアリティ」として３つに区分し、
リスクアペタイト・フレームワーク（RAF）の中で適切に管理するマテリアリティマネジメントを実践しています。

　社会的価値は当グループの企業活動が生み出す場合もありますが、多くはステークホルダーからその先のステークホル
ダーへ影響が連鎖するなかで形成されていきます。SDGｓの実現に貢献し最終的に経済（豊かさ）、社会（人）、環境（地
球）に対する良い影響（ポジティブインパクトの創造とネガティブインパクトの抑制）につながる活動が、当グループにおける
社会課題解決型ビジネスです。
　当グループでは2030年度に実現したい社会を見据え、好循環を促進する３つの価値創造領域を掲げています。当グルー
プのさまざまなビジネスにおいてポジティブインパクトの創造を通じ、こうした社会の実現に向けて積極的に貢献していきま
す。

価値創造プロセス
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